
千葉県農業共済組合

「千葉県農業共済組合」設立
令和2年4月1日より、本県連合会と6つの組合
（けいよう、ぼうそう、わかしお、海匝、香取、北総）が
合併し、新たな運営体制でスタートしました

安心のネットワーク
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本組合では、各共済にご加入いただく
際の掛金等の納入につきましては、金
融犯罪（なりすまし、マネー・
ローンダリング等の不正取
引）への対応強化のため、原
則、現金取引を取扱いませ
んのでご理解とご協力をお
願い致します。

農業共済新聞は、昭和23年4月創刊以来の「農家に学び、農家
に返す」という編集方針のもとで、中央から地方へ、地方から農
家の声を中央・地方へ、そして農家から農家へと、営農や暮らし
に役立つ情報を発信し続けています。
お申し込みは、ホームページまたは最寄りのＮＯＳＡＩへお問い
合わせください。

採用年月日 令和3年4月1日

採用人数 若干名
応募資格 次のすべての要件を満たす者

雇用形態 正規職員※3カ月間の試用期間があります。

業務内容 農業保険法に基づく事業の実施に伴う業務

勤務地 千葉県（組合本所所在地または6支所６センター所在地）

勤務時間 8：30 ～ 17：00（休憩時間1時間）

時間外労働 時間外勤務あり
休　日 土日祝、年末年始

休　暇 有給休暇（初年度15日、次年度以降は20日）、
夏季休暇6日他

給　与 ①基本給 大学卒 188,700円（令和2年4月1日）

②その他 時間外手当他

一般業務職員職　種

社会保険完備
（健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険）

加入保険等

①高校を卒業している者又は令和３年３月末ま
でに高校を卒業見込みの者

②平成２年４月２日から平成１５年４月１日までに
生まれた者

③普通自動車運転免許証を取得している者又
は令和３年３月末までに当該免許取得見込み
の者（ＡＴ限定可）

千葉県農業共済組合　総務部　総務課　　TEL 043-245-7449
E-mail:somu@nosai-chiba.or.jp　※合否に係る問い合わせは受付けません。

https://nosai-chiba.or.jp/

問い合わせ

①履歴書（写真貼付、連絡先明記、
　各学校指定様式又は市販様式）
②成績証明書
③卒業証明書又は卒業見込証明書
④作文　800字以内で課題について記述したもの
　課題「農業共済組合を志望する理由について」

応募方法等

選考等

受付期間に必要書類を本組合に持参するか、郵送し
て下さい。郵送は、到着までの日数を考慮した上で、
配達証明で送付して下さい。

令和２年７月２８日（火）から８月２１日（金）（期間厳守）

書類選考
令和２年８月２８日（金）までに応募者全員に書面にて
通知します。※不採用となった場合、送付された書類等は返却します。

筆記及び面接試験

令和２年９月２９日（火）
※時間は、1次選考の結果と合わせて通知します。

（一財）千葉県農業会館　6階ホール
千葉市中央区新千葉３－２－６

令和２年１０月１６日（金）までに通知します。

2次選考合格者の卒業証明書の確認後、
採用決定とします。

農業共済新聞を購読してみませんか

月払い（月極め） 495円（郵送料込み）
購読料

年間一括払い（年極め） 5,520円（郵送料込み）

月4回発行！月4回発行！
水曜日に
発行します！

ご自宅に
郵送
ご自宅に
郵送 します！

毎号

お得！お得！
購読料は、
年間一括払い（年極め）が

共済掛金等の納入は
口座振替でお願いします。

共済掛金等の納入は
口座振替でお願いします。

職員募集職員募集
応募方法

受付期間

必要
書類等

1次選考

2次選考

選考日時

選考場所

選考結果

採否決定
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第１回通常総代会開催
新役員の紹介
制度のお知らせ
地域の話題～千葉の農と共に～

千葉県農業共済組合
（ＮＯＳＡＩ千葉）の
ホームページＵＲＬ



承認された議案と要旨
第１号議案

令和元年度事業報告書、財産目録、貸借対
照表、損益計算書、剰余金処分案及び不足
金処理案承認の件
引受総共済金額 9,022億6,870万円
支払総共済金 100億3,270万円

第２号議案
令和２年度事業計画書及び業務収支予算
書承認の件
引受総共済金額 9,292億9,181万円

第３号議案
令和2年度事務費賦課額及び徴収方法承
認の件
事務費賦課金総額 10億4,177万1千円

第４号議案
特別積立金取崩し額承認の件
農作物共済勘定 4,769万円以内
家畜共済勘定 902万5千円以内

第５号議案
役員報酬、ＮＯＳＡＩ部長報酬及び顧問手当
決定の件
役員報酬（通常報酬） 984万円以内
ＮＯＳＡＩ部長報酬 2,759万円以内
顧問手当 199万7千円以内

第6号議案
余裕金預入先指定の件
農林中央金庫、農業協同組合、千葉銀行、
ゆうちょ銀行を含む１７金融機関
第7号議案

借入金最高限度額及び借入先決定の件
借入金最高限度額　20億円
借入先　本組合余裕金預入先金融機関、
農林漁業信用基金及び全国農業共済協会
第8号議案

理事・監事選任の件
理事14名・監事4名（任期は令和2年7月1
日から3年間）
5ページ参照

第9号議案
損害評価会委員選任の件
損害評価会委員32名（任期は令和2年7
月1日から3年間）
第10号議案

家畜診療所運営委員委嘱の件
家畜診療所運営委員14名（任期は令和2
年7月1日から3年間）

第１1号議案
保管中農産物補償共済の新設の件
8ページ参照

　令和２年６月１６日、千葉県農業会館にて第１回通常総代会が開催されました。当日は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止の観点から、会場規模を縮小し、新総代１３４名のうち６名の本人出席、127名の書
面出席により、合併後初めての総代会として審議が行われました。

第１２号議案
保管中農産物補償共済の料率（共済掛金及
び事務費賦課金の単価）の設定の件
8ページ参照

第１３号議案
事業規程の一部改正承認の件
園芸施設共済の制度内容の拡充
9ページ参照
新型コロナウイルス感染症に伴い、家畜
共済及び園芸施設共済について、共済
掛金等の払込期限の延長措置

第１４号議案
総代会議事運営規則承認の件

第１５号議案
総会議事運営規則承認の件

第１6号議案
監事監査規則承認の件

第１7号議案
職員給与規則承認の件

第１8号議案
職員退職給与規則承認の件
附帯決議

あいさつをする長岡組合長 議長を務める元吉総代

全議案が可決承認されました
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令和元年度事業実績と令和２年度事業計画
　令和元年度事業実績は、１組合化に伴い、県下全体で組合員数55,765人。引受総共済金額は9,022億6,870
万円となりました。被害関係では、台風15号・19号及び豪雨により、農業施設や建物等に甚大な被害が発生し、支
払総共済金は、100億3,270万円となりました。
　令和２年度の引受目標総共済金額は、9,292億9,181万円（前年度実績対比103％）を計画いたしました。

令和２年度事業計画 令和元年度事業実績

引受面積
 3,704,498ａ
共済金額
 213億5,041万2,000円

引受頭数
 656,535頭
共済金額
 297億6,111万3,000円

引受面積
 21,227ａ
共済金額
 25億6,644万7,000円

引受棟数
 13,326棟
共済金額
 152億356万4,000円

引受棟数
 122,279棟
共済金額
 8,581億7,959万円 

引受台数
 1,622台
共済金額
 21億6,566万円

引受面積
 37,830ａ
引受箱数
 30箱
共済金額
 6,503万2,000円

 引受面積 3,924,263ａ
 共済金額 222億6,142万1,303円
 支払共済金 1億1,338万6,061円

農作物
共済
水稲・麦

家畜共済
牛・豚

 引受頭数 660,232頭
 共済金額 300億6,915万2,000円
 支払共済金（死廃） 18億3,591万1,750円
 支払共済金（病傷） 7億582万4,010円

果樹共済
うんしゅう
みかん・なし

 引受面積 20,317ａ
 共済金額 25億2,446万8,000円
 支払共済金 1億1,187万4,594円

畑作物
共済

大豆・蚕繭

 引受面積 44,237ａ
 引受箱数 20箱
 共済金額 6,901万190円
 支払共済金 3,575万6,966円

園芸施設
共済

 引受棟数 13,101棟
 共済金額 156億5,808万8,000円
 支払共済金 26億4,305万4,437円

建物
共済

 引受棟数 117,999棟
 共済金額 8,298億7,470万円
 支払共済金 45億3,490万7,674円

農機具
共済
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 引受台数 1,246台
 共済金額 18億1,187万円
 支払共済金 5,198万7,379円
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承認された議案と要旨
第１号議案

令和元年度事業報告書、財産目録、貸借対
照表、損益計算書、剰余金処分案及び不足
金処理案承認の件
引受総共済金額 9,022億6,870万円
支払総共済金 100億3,270万円

第２号議案
令和２年度事業計画書及び業務収支予算
書承認の件
引受総共済金額 9,292億9,181万円

第３号議案
令和2年度事務費賦課額及び徴収方法承
認の件
事務費賦課金総額 10億4,177万1千円

第４号議案
特別積立金取崩し額承認の件
農作物共済勘定 4,769万円以内
家畜共済勘定 902万5千円以内

第５号議案
役員報酬、ＮＯＳＡＩ部長報酬及び顧問手当
決定の件
役員報酬（通常報酬） 984万円以内
ＮＯＳＡＩ部長報酬 2,759万円以内
顧問手当 199万7千円以内

第6号議案
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農林中央金庫、農業協同組合、千葉銀行、
ゆうちょ銀行を含む１７金融機関
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借入金最高限度額及び借入先決定の件
借入金最高限度額　20億円
借入先　本組合余裕金預入先金融機関、
農林漁業信用基金及び全国農業共済協会
第8号議案

理事・監事選任の件
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保管中農産物補償共済の新設の件
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　令和２年６月１６日、千葉県農業会館にて第１回通常総代会が開催されました。当日は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止の観点から、会場規模を縮小し、新総代１３４名のうち６名の本人出席、127名の書
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し
い
状
況

の
も
と
、１
組
合
化
後
も
さ
ら
な
る

効
率
化
を
推
し
進
め
、農
家・地
域
へ

の
貢
献
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、市
原
市
の
元
吉
敏
夫

総
代
が
選
任
さ
れ
、提
出
さ
れ
た
全

18
議
案
と
附
帯
決
議
に
つ
い
て
慎
重

な
審
議
の
結
果
、す
べ
て
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令和元年度事業実績と令和２年度事業計画
　令和元年度事業実績は、１組合化に伴い、県下全体で組合員数55,765人。引受総共済金額は9,022億6,870
万円となりました。被害関係では、台風15号・19号及び豪雨により、農業施設や建物等に甚大な被害が発生し、支
払総共済金は、100億3,270万円となりました。
　令和２年度の引受目標総共済金額は、9,292億9,181万円（前年度実績対比103％）を計画いたしました。

令和２年度事業計画 令和元年度事業実績

引受面積
 3,704,498ａ
共済金額
 213億5,041万2,000円

引受頭数
 656,535頭
共済金額
 297億6,111万3,000円

引受面積
 21,227ａ
共済金額
 25億6,644万7,000円

引受棟数
 13,326棟
共済金額
 152億356万4,000円

引受棟数
 122,279棟
共済金額
 8,581億7,959万円 

引受台数
 1,622台
共済金額
 21億6,566万円

引受面積
 37,830ａ
引受箱数
 30箱
共済金額
 6,503万2,000円

 引受面積 3,924,263ａ
 共済金額 222億6,142万1,303円
 支払共済金 1億1,338万6,061円

農作物
共済
水稲・麦

家畜共済
牛・豚

 引受頭数 660,232頭
 共済金額 300億6,915万2,000円
 支払共済金（死廃） 18億3,591万1,750円
 支払共済金（病傷） 7億582万4,010円

果樹共済
うんしゅう
みかん・なし

 引受面積 20,317ａ
 共済金額 25億2,446万8,000円
 支払共済金 1億1,187万4,594円

畑作物
共済

大豆・蚕繭

 引受面積 44,237ａ
 引受箱数 20箱
 共済金額 6,901万190円
 支払共済金 3,575万6,966円

園芸施設
共済

 引受棟数 13,101棟
 共済金額 156億5,808万8,000円
 支払共済金 26億4,305万4,437円

建物
共済

 引受棟数 117,999棟
 共済金額 8,298億7,470万円
 支払共済金 45億3,490万7,674円

農機具
共済

千
葉
県
農
業
共
済
組
合

設
立
時
役
員
紹
介

 引受台数 1,246台
 共済金額 18億1,187万円
 支払共済金 5,198万7,379円

組
合
長
理
事 

長
岡
　
　功（
け
い
よ
う
）

副
組
合
長
理
事 

秋
山
　清
壽（
海
匝
）

副
組
合
長
理
事 

岩
澤
　貞
男（
北
総
）

理
　
事 

植
草
　一
善（
け
い
よ
う
）

理
　
事 

渡
辺
　
　宏（
ぼ
う
そ
う
）

理
　
事 

齋
藤
　豊
彦（
わ
か
し
お
）

理
　
事 

蒔
田
　信
夫（
わ
か
し
お
）

理
　
事 

小
山
　修
一（
わ
か
し
お
）

理
　
事 

髙
橋
　博
明（
香
取
）

理
　
事 

椿
　
　貫
治（
香
取
）

代
表
監
事 

堀
越
　
　勇（
海
匝
）

監
　
事 

重
城
　安
彦（
ぼ
う
そ
う
）

監
　
事 

倉
持
　滋
夫（
北
総
）

（
設
立
時
の
任
期
は
令
和
２
年
６
月
30
日
ま
で
）

新
組
合
の
運
営
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
設
立
時
の
役

員
の
う
ち
、

長
岡
功
氏
、岩
澤
貞
男
氏
、

齋
藤
豊
彦
氏
、蒔
田
信
夫
氏
、

小
山
修
一
氏
、重
城
安
彦
氏
、

倉
持
滋
夫
氏

の
7
名
は
任
期
満
了
を
も
ち

ま
し
て
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
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合
員
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
農

業
共
済
事
業
の
運
営
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、7
月
1
日
に
開
催
さ

れ
た
理
事
会
に
お
き
ま
し

て
、組
合
長
理
事
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。す
で
に
新
組
合
が

設
立
さ
れ
て
、数
か
月
が
経
過
し

て
お
り
ま
す
が
、合
併
後
も
安
定
し
た

事
業
運
営
と
組
合
員
の
皆
様
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　千
葉
県
で
は
、昨
年
秋
に
発
生
し
た

台
風
と
異
常
気
象
の
影
響
に
よ
り
、こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
暴
風
雨

や
停
電
に
見
舞
わ
れ
、特
に
園
芸
施
設

や
建
物
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。ま
た
、今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う

外
出
自
粛
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
、日

本
経
済
は
も
と
よ
り
農
業
経
営
に
も

深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
う
け
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、農
業
共
済
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　昨
年
か
ら
は
、更
な
る
農
業
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
、新
た
に
収
入
保
険

制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。収
入
保
険

は
、自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
や
価

格
低
下
を
は
じ

め
、経
営
努
力
で
は
避

け
ら
れ
な
い
農
業
収
入

の
減
少
を
補
償
す
る
制
度

で
す
。頻
発
す
る
自
然
災
害

と
様
々
な
リ
ス
ク
へ
の
備
え
と
し
て
、農

業
共
済
制
度
と
共
に
収
入
保
険
制
度

の
普
及
推
進
に
力
を
注
い
で
参
り
ま

す
。　千

葉
県
農
業
共
済
組
合
は
、今
後

も
組
合
員
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

組
合
を
目
指
し
、こ
れ
ま
で
同
様
の
安

心
を
提
供
で
き
る
よ
う
役
職
員
一同
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、尚
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

小
川

　正
義（
千
葉
市
）

清
水

　優
　（

市
原
市
）

髙
﨑

　富
雄（
市
原
市
）

 

鈴
木

　忠
　（

木
更
津
市
）

小
林

　政
志（
袖
ケ
浦
市
）

川
名

　進
　（

富
津
市
）

地
引

　英
二（
南
房
総
市
）

渡
辺

　庄
治（
南
房
総
市
）

前
田

　育
作（
館
山
市
）

山
中

　房
夫（
鴨
川
市
）

鈴
木

　敬
一（
鴨
川
市
）

元
吉

　博
嗣（
勝
浦
市
）

山
口

　正
志（
大
多
喜
町
）

尾
﨑

　修
三（
い
す
み
市
）

露
﨑

　公
雄（
茂
原
市
）

森
　
　佐
衛（
一
宮
町
）

江
澤

　眞
　（

長
南
町
）

小
倉

　博
　（

大
網
白
里
市
）

古
川

　忠
雄（
九
十
九
里
町
）

戸
辺

　善
夫（
九
十
九
里
町
）

吉
井

　孝
之（
九
十
九
里
町
）

川
島

　恵
　（

山
武
市
）

渡
邉

　明
　（

山
武
市
）

椎
名

　康
弘（
山
武
市
）

け
い
よ
う
支
所
管
内

け
い
よ
う
支
所
管
内

わ
か
し
お
支
所
管
内

香
取
支
所
管
内

海
匝
支
所
管
内

香
取
支
所
管
内

北
総
支
所
管
内

ぼ
う
そ
う
支
所
管
内

わ
か
し
お
支
所
管
内

関
　
　房
男（
匝
瑳
市
）

椙
山

　実
　（

匝
瑳
市
）

伊
藤

　友
久（
匝
瑳
市
）

宇
井
野 

俊
夫（
匝
瑳
市
）

山
崎

　武
雄（
匝
瑳
市
）

山
﨑

　登
　（

匝
瑳
市
）

掛
巣

　和
男（
旭
市
）

宇
野
澤 

広
道（
銚
子
市
）

小
林 

多
加
志（
香
取
市
）

明
石

　智
　（

香
取
市
）

大
坂

　寶
雄（
香
取
市
）

佐
野

　輝
良（
神
崎
町
）

伊
藤

　文
雄（
多
古
町
）

菅
谷

　
　隆（

東
庄
町
）

石
井

　市
郎（
佐
倉
市
）

伊
東

　良
典（
成
田
市
）

谷
田
貝 

賢
治（
柏
市
）

鈴
木

　偕
雄（
柏
市
）

坂
巻

　博
久（
柏
市
）

杉
野

　光
明（
柏
市
）

小
池

　良
雄（
我
孫
子
市
）

高
橋

　昌
男（
松
戸
市
）

鈴
木

　徳
市（
鎌
ヶ
谷
市
）

小
川

　清
一（
千
葉
市
）

 
 

齋
藤

　豊
彦（
大
多
喜
町
）

蒔
田

　信
夫（
茂
原
市
）

小
山

　修
一（
芝
山
町
）

椎
名

　澄
夫（
横
芝
光
町
）

齋
藤

　光
弘（
香
取
市
）

大
野

　剛
一（
香
取
市
）

菅
澤

　
　清（

多
古
町
）

 

岩
澤

　貞
男（
成
田
市
）

内
田

　豊
嗣（
富
里
市
）

富
田

　尚
武（
市
川
市
）

総
代
、N
O
S
A
I
部
長
又
は
損
害
評
価
員
と
し
て
、

農
業
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営
と
進
展
に
協
力
し
、顕

著
な
功
績
を
収
め
ら
れ
た
方
 

役
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
農
業

保
険
事
業
の
運
営
と
進
展
に
尽
力

し
、顕
著
な
功
績
を
収
め
ら
れ
た
方

第
１
号
表
彰(

47
名)

第
２
号
表
彰(

11
名)

生
産
団
体
又
は
損
害
防
止
業
務
に

挺
身
す
る
等
、事
業
の
普
及
進
展
に

顕
著
な
功
績
を
収
め
ら
れ
た
団
体

第
３
号
表
彰(

2
団
体)

海
上
酪
農
組
合（
旭
市
）

銚
子
酪
農
肉
牛
部
会（
銚
子
市
）

組 組
合
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

千
葉
県
農
業
共
済
組
合
功
績
者
表
彰

第
1
回
通
常
総
代
会
開
催
に
あ
た
り
、農
業
保
険
事
業
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
、敬
称
略
）

北
総
支
所
管
内

海
匝
支
所
管
内

植草　一善
市原地区

うえくさ　  かずよし

片岡　　茂
長生地区

野中　幸一
君津地区

大塚　不二男
千葉地区

渡辺　　宏
安房地区

わたなべ　        こう

かたおか　      しげる のなか　    こういち おおつか　      ふじお    

秋山　清壽

副組合長理事

石井　敏継
夷隅地区

いしい　    としつぐ
理　事理　事 理　事

蕨　　明久
山武地区

わらび　      あきひさ
理　事 理　事

理　事理　事

監事 監事監事

副組合長理事 組合長理事

匝瑳地区

あきやま　　せいじゅ

椿　　貫治長谷川　英雄
印旛地区

青木　　進
東葛地区

理　事

堀越　　勇
東総地区

 ほりこし　       いさむ
理　事 理　事

香取地区（香取郡）
髙橋　博明
香取地区（香取市）

つばき　       かんじ   たかはし　   ひろあき  はせがわ  　    ひでお   あおき　        すすむ

向後　浩孝
夷隅・長生・山武
匝瑳・東総地区

鈴木　邦夫
香取・印旛・東葛地区

秋葉　芳秀
千葉県全域（税理士）

理　事

早川　賢男
千葉県全域（学識経験）

はやかわ　   たかお  
代表監事

簾　　吉晴
千葉・市原
君津・安房地区

みす        　よしはる  こうご　    ひろたか すずき     　くにおあきば　     よしひで

新役員紹介
　第１回通常総代会において１８名の
役員が選任され、新たな執行体制で組
合運営に取り組むこととなりました。
　また、７月１日に開催された理事会
及び監事会において、組合長理事に秋
山清壽氏、副組合長理事に渡辺宏氏、
植草一善氏、代表監事に簾吉晴氏が
互選されました。
（任期　令和２年７月１日から３年間）

秋山 清壽
あき　やま　　せい　じゅ

組合長 理事
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合
員
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
農

業
共
済
事
業
の
運
営
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、7
月
1
日
に
開
催
さ

れ
た
理
事
会
に
お
き
ま
し

て
、組
合
長
理
事
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。す
で
に
新
組
合
が

設
立
さ
れ
て
、数
か
月
が
経
過
し

て
お
り
ま
す
が
、合
併
後
も
安
定
し
た

事
業
運
営
と
組
合
員
の
皆
様
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　千
葉
県
で
は
、昨
年
秋
に
発
生
し
た

台
風
と
異
常
気
象
の
影
響
に
よ
り
、こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
暴
風
雨

や
停
電
に
見
舞
わ
れ
、特
に
園
芸
施
設

や
建
物
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。ま
た
、今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う

外
出
自
粛
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
、日

本
経
済
は
も
と
よ
り
農
業
経
営
に
も

深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
う
け
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、農
業
共
済
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　昨
年
か
ら
は
、更
な
る
農
業
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
、新
た
に
収
入
保
険

制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。収
入
保
険

は
、自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
や
価

格
低
下
を
は
じ

め
、経
営
努
力
で
は
避

け
ら
れ
な
い
農
業
収
入

の
減
少
を
補
償
す
る
制
度

で
す
。頻
発
す
る
自
然
災
害

と
様
々
な
リ
ス
ク
へ
の
備
え
と
し
て
、農

業
共
済
制
度
と
共
に
収
入
保
険
制
度

の
普
及
推
進
に
力
を
注
い
で
参
り
ま

す
。　千

葉
県
農
業
共
済
組
合
は
、今
後

も
組
合
員
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

組
合
を
目
指
し
、こ
れ
ま
で
同
様
の
安

心
を
提
供
で
き
る
よ
う
役
職
員
一同
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、尚
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

小
川

　正
義（
千
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﨑
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田
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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﨑
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）

森
　
　佐
衛（
一
宮
町
）

江
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）
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倉
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）
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川
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十
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）

戸
辺
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）

吉
井
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十
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）

川
島
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）

渡
邉

　明
　（

山
武
市
）
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名
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内
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内
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内
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総
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長
又
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害
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、

農
業
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業
の
適
正
な
運
営
と
進
展
に
協
力
し
、顕
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績
を
収
め
ら
れ
た
方
 

役
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て
長
年
に
わ
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り
農
業

保
険
事
業
の
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と
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展
に
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力

し
、顕
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な
功
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を
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め
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た
方

第
１
号
表
彰(
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名)

第
２
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表
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業
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績
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が
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理　事理　事 理　事
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理　事理　事

監事 監事監事
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あきやま　　せいじゅ
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新役員紹介
　第１回通常総代会において１８名の
役員が選任され、新たな執行体制で組
合運営に取り組むこととなりました。
　また、７月１日に開催された理事会
及び監事会において、組合長理事に秋
山清壽氏、副組合長理事に渡辺宏氏、
植草一善氏、代表監事に簾吉晴氏が
互選されました。
（任期　令和２年７月１日から３年間）

秋山 清壽
あき　やま　　せい　じゅ

組合長 理事
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自
然
災
害
や
価
格
低
下
な
ど
に
よ
り
、そ
の

年
の
収
入
が
減
少
し
そ
う
な
と
き
、無
利
子
で

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
つ
な
ぎ
融
資
は
実
質
、保
険
金
等
の
早
期
支

払
い
と
な
り
、従
業
員
へ
の
給
与
な
ど「
今
す
ぐ

に
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
必
要
」と
い
う
農
業
者
に

と
っ
て
は
、非
常
に
魅
力
的
で
す
。

　
事
故
発
生
の
通
知
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、最

短
1
か
月
程
度
で
保
険
金
等
の
お
よ
そ
8
割
を

限
度
に
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
た
金
額
は
、保
険
金
等

の
お
支
払
い
と
相
殺
し
て
返
還
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

※
つ
な
ぎ
融
資
に
つ
い
て

加入できる方

　「収入保険」では、全ての農作物を対象に、自然災害や農産物の価格低下をはじめ、農業者の
経営努力では避けられない様々なリスクによる収入減少を補償します。

収入保険に
ご加入いただいてる皆様へ 収入保険について紹介します

補てんの仕組
み

青色申告を行っている農業者（個人・法人）

※青色申告（簡易な方式を含む）の実績が1年分あれば加入できます。
※収入保険と、農業共済・ナラシ対策、野菜価格安定制度などの類似制
度は、どちらかを選択していただきます。

※簡易な加工品（精米、もちなど）は含まれます。
※一部の補助金（畑作物の直接支払交付金の数量払い）は含まれます。
※肉用牛、肉用子牛、肉豚、鶏卵は、マルキン等の対象なので除きます。

　保険期間の収入が基準収入の9割（5年以上
の青色申告実績がある場合の補償限度額の上
限）を下回った場合に、下回った額の9割を上限
に補てんします。
※補償限度額及び支払率は複数の割合の中から選択できます。
※「掛捨ての保険方式」に「掛捨てとならない積立方式」も組み合わ
せるかどうか選択できます。

※保険料は掛捨てになります。保険料率は、1.08％（50％の国庫補助後）で、自動車
保険と同様に、保険金の受取が少ない方は、保険料率が下がっていきます。
※積立金には、75％国庫補助があります。これは自分のお金であり、補てんに使われ
ない限り、翌年に持ち越されます。

農業者は、保険料、積立金を支払って加入します。

例えば、基準収入が1,000万円で最大補償の
場合、保険期間の販売収入が900万円を下
回ったときに補てんされます。

帳簿の記録と保存 農作業日誌・事業消費帳簿・
販売帳簿の記録と保存をお願いします。

収入保険加入についてのご相談は随時受け付けております。
最寄りのNOSAI支所までご連絡ください。おねがい

　
作
付
す
る
農
作
物

の
種
類
、栽
培
面
積
、

見
込
収
穫
量
の
変
更

が
あ
っ
た
と
き
。

１

「
保
険
期
間
の
営
農
計
画
」

に
変
更
が
あ
る
場
合

2　
過
去
の
青
色
申
告

決
算
書
の
内
容
に
つ

い
て
、修
正
申
告
等
に

よ
り
変
更
が
生
じ
た

と
き
。

過
去
の

青
色
申
告
決
算
書
の
変
更

3　
家
族
間
で
の
経
営

移
譲
。個
人
か
ら
法
人

へ
の
継
承
、法
人
の
解

散
等
が
あ
っ
た
と
き
。

農
業
経
営
の
継
承

又
は
譲
渡

4

対象収入
農業者が自ら生産した農産物の販売収入全体

（青色申告実績が５年以上の場合）
　支払率（90％を上限として選択）

90％
（保険方式＋積立
方式の補償限度額
の上限）

80％
（保険方式の
補償限度額の上限）

100％

自己責任部分

保険
期間の
販売収入

収
入
減
少

基準収入

積立方式で
補てん

保険方式で
補てん

●過去５年間の
平均収入（５中
５）を基本
●規模拡大など、
保険期間の営
農計画も考慮
して設定

倉庫が浸水して
売り物にならない

市場価格が下がった

取引先が倒産した

災害で作付不能になった

盗難や運搬中の
事故にあった

けがや病気で収穫が
できない

輸出したが為替変動で
大損した

自然災害や鳥獣害などで
収量が下がった

　
対
象
農
作
物
の

種
類
ご
と
に
、１
割

以
上
の
収
量
減
少

等
が
見
込
ま
れ
る

事
由
が
発
生
し
た

と
き
。

　
そ
の
際
、つ
な
ぎ

融
資
を
希
望
し
た

い
方
は
、そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、価
格
低
下
に
伴
う
収
入
減
少
が
見
込
ま

れ
、つ
な
ぎ
融
資
を
希
望
し
た
い
場
合
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 事

故
が
発
生
し
た
ら

収入保険にご加入いただいている方で、
以下のいずれかに該当する場合は、NOSAIまでご連絡ください。

新型コロナウイルス感染症による収入減少も補償対象です。
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大損した

自然災害や鳥獣害などで
収量が下がった

　
対
象
農
作
物
の

種
類
ご
と
に
、１
割

以
上
の
収
量
減
少

等
が
見
込
ま
れ
る

事
由
が
発
生
し
た

と
き
。

　
そ
の
際
、つ
な
ぎ

融
資
を
希
望
し
た

い
方
は
、そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、価
格
低
下
に
伴
う
収
入
減
少
が
見
込
ま

れ
、つ
な
ぎ
融
資
を
希
望
し
た
い
場
合
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 事

故
が
発
生
し
た
ら

収入保険にご加入いただいている方で、
以下のいずれかに該当する場合は、NOSAIまでご連絡ください。

新型コロナウイルス感染症による収入減少も補償対象です。
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倉
庫
等
の
建
物
に
収
容
さ
れ
て
い
る
農
産

物（
販
売
目
的
で
保
管
し
て
い
る
も
の
及
び
乾

燥・調
整
等
の
作
業
中
の
も
の
に
限
り
ま

す
。）及
び
輸
送
中
の
農
産
物
で
す
。

　
た
だ
し
、農
作
物
共
済
、果
樹
共
済
及
び
畑

作
物
共
済
加
入
者
の
共
済
目
的
で
あ
っ
て
加

入
者
が
選
択
し
た
農
産
物
に
限
り
ま
す
。

　農業用ハウスは古くなると資産価値が減少します。
　令和２年９月より補償が拡充される「復旧費用特約」に加入することで、
耐用年数経過後も築年数にかかわらず新築時の資産価値まで補償され、
被害にあったハウスの復旧にかかった労務費も追加補償されます。
　近年、予想しなかった大きな自然災害が年々増加しています。大切な経
営を守るために、万全な補償をご検討ください。

補
償
対
象
は

1

「
付
保
割
合
追
加
特
約
」

付
保
割
合
８
割
を
選
択
し
て
い
る
場
合
、

さ
ら
に
、１
割
ま
た
は
２
割
の
補
償
を
上

乗
せ
で
き
ま
す
。

台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
備
え
て
、復
旧
費
用

特
約
に
加
入
し
て
、万
全
な
補
償
を
！

❸「
小
損
害
不
て
ん
補（
共
済
金
の
支

払
い
開
始
基
準
）１
万
円
特
約
」を
追

加
し
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、損
害
額
が
３
万
円（
又

は
共
済
価
額
の
５
％
）を
超
え
な
い
と

補
償
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、１
万
円

か
ら
補
償
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

❹
自
力
復
旧
の
労
務
費
を
共
済
金
と

し
て
支
払

　「
復
旧
費
用
特
約
」に
加
入
し
、業

者
に
依
頼
せ
ず
農
業
者
自
身
が
復
旧

作
業
を
行
っ
た
場
合
は
、材
料
費
の

請
求
書
等
の
額
に
加
え
、労
務
費
相

当
額
1
0
0
円
／
㎡
を
加
算
し
て
支

払
い
ま
す
。

※「
復
旧
費
用
特
約
」、「
付
保
割
合
追
加
特
約
」、

及
び「
小
損
害
不
て
ん
補
１
万
円
特
約
」に
係
る
掛

金
に
つ
い
て
は
、国
庫
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
９
月
２
日
以
降
、随
時
拡
充
さ
れ
た
補
償
に
切

り
替
え
が
可
能
で
す
。

小
さ
な
損
害
の
補
償
も
充
実
！

　
従
来
の
建
物
総

合
共
済
の
共
済
事

故
に
加
え
、盗
難（
盗

取
）及
び
輸
送
中
の

事
故（
火
災
又
は
破

裂・爆
発
、衝
突
、墜

落
若
し
く
は
転
覆
、

た
だ
し
荷
崩
れ
は
除

く
）を
共
済
事
故
と

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
故
は

3

　
農
産
物
の
収
穫
後
、倉
庫
等・集
荷
施
設
又

は
出
荷
先
へ
の
輸
送
中
及
び
倉
庫
等
の
保
管

中
に
生
じ
た
偶
然
な
事
故
に
よ
る
損
害
を
補

償
し
ま
す
。

　
な
お
、保
管
中
の
補
償
に
つ
い
て
は
、予
め

指
定
し
た
納
屋
、倉
庫
等
の
建
物（
建
物
共
済

で
引
受
可
能
な
構
造
の
建
物
）に
保
管
さ
れ
て

い
る
場
合
の
み
と
し
、野
積
み
や
園
芸
用
ハ
ウ

ス
な
ど
建
物
と
し
て
見
な
さ
れ
な
い
場
所
で

の
保
管
は
除
き
ま
す
。

補
償
の
範
囲
は

2

　
２
つ
の
タ
イ
プ
か
ら
加
入
者
に
選
択
い
た

だ
き
ま
す
。

補
償
期
間
は

4

　
共
済
事
故
に
よ
り
、保
管
中
農
産
物
に
被

害
が
発
生
し
た
場
合
、加
入
契
約
口
数
に
基

づ
く
共
済
金
額
を
上
限
に
実
損
害
額
を
支
払

い
ま
す
。（
地
震
等
事
故
に
つ
い
て
は
、実
損
害

額
の
30
％
を
支
払
い
ま
す
。）

　
な
お
、補
償
期
間
中
に
複
数
回
の
事
故
が

あ
っ
た
場
合
は
、各
々
を
合
算
し
て
加
入
契
約

口
数
に
基
づ
く
共
済
金
額
ま
で
と
し
ま
す
。

共
済
金
額（
補
償
額
）は

6

　
契
約
口
数
制
で
す
。共
済
金
額
は
１
品
目

１
口
当
た
り
1
0
0
万
円
と
し
、加
入
契
約

口
数
に
1
0
0
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
で

す
。

契
約
の
単
位
は

5

共
済
掛
金
等
は

7●
被
災
し
た
現
物
が
確
認
で
き
る
場
合
は
、

現
地
調
査
に
よ
り
被
害
量
を
調
査
し
ま

す
。

●
被
災
し
た
現
物
を
確
認
で
き
な
い
場
合

は
、加
入
者
か
ら
の
申
告
に
基
づ
き
、共
済

の
加
入・損
害
評
価
実
績
、Ｊ
Ａ
へ
の
予
約・

出
荷
実
績
、販
売
実
績
な
ど
に
よ
り
検
証

し
た
う
え
で
、被
害
量
を
決
定
し
ま
す
。

●
時
価
額
に
つ
い
て
は
、単
位
当
た
り
共
済
金

額（
価
額
）を
用
い
ま
す
。

損
害
評
価
は

8

一時
保
管
向
け

Ａ
タイプ

Ｂ
タイプ

Ａタイプ

通
年
保
管
向
け

（
共
済
責
任
開
始
日
か
ら
連
続
し
た

1
2
0
日
を
補
償
期
間
と
し
ま
す
）

（
共
済
責
任
開
始
日
か
ら
１
年
間
を

補
償
期
間
と
し
ま
す
）

２,５００円
１品目１口

Bタイプ

６,５００円
１品目１口

特
約
❶

「
復
旧
費
用
特
約
」（
被
覆
材
は
補
償

対
象
外
）

復
旧
を
条
件
に
、新
築
時
の
資
産
価
値
の

最
大
８
割
ま
で
補
償
し
ま
す
。

耐
用
年
数
を
経
過
後
の
施
設
も
耐
用
年

数
経
過
前
と
同
様
の
補
償
に
引
き
上
げ
ま

す
。

特約で、築年数にかかわらず新築時の資産価値まで
補償されます。 特

約
❷

昨年９月の台風１５号、及び１０月の１９号で、国の支援対策事業を
利用し園芸施設を復旧された方は、園芸施設共済等の保険への
加入が要件とされています。

１万円から
補償

詳しくは、最寄りのＮＯＳＡＩへお問い合わせください。

\補償が拡充されます/

大切な
お知らせ

建物共済園芸施設共済
保管中の農産物補償共済が新設されます台風シーズン到来！！今こそ、園芸施設共済で備えましょう

令和２年９月１日以降の引受より適用します。

100

80

40

（経過年数）

（％） パイプハウスの場合

0 10耐用年数10年間

60

特約❶

現行の特約❷補
償
金
額

標準コースの補償額

拡充された
特約❷
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家畜共済

「
牛
の
リ
ズ
ム
と
自
然
の
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ

た
シ
ン
プ
ル
な
酪
農
が
し
た
い
」
と
い
う
五
十

川
さ
ん
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
4
頭
を
飼
養
し
な
が

ら
、
義
父
が
2
0
0
7
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

チ
ー
ズ
工
房
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
で
、
素
材
の
味

を
活
か
し
た
チ
ー
ズ
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

先
代
が
ス
イ
ス
で
学
ん
だ
「
そ
の
土
地
の
牧

草
を
食
べ
た
牛
の
乳
で
作
る
の
が
チ
ー
ズ
」
と

い
う
チ
ー
ズ
作
り
の
考
え
を
受
け
継
い
で
い
ま

す
。五

十
川
さ
ん
は
、
自
給
飼
料
の
み
で
牛
を
飼

育
す
る
た
め
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
、
イ
タ
リ
ア

ン
、
フ
ェ
ス
ク
と
い
っ
た
牧
草
を
作
り
、
春
〜

秋
は
生
草
を
与
え
て
、
冬
用
に
乾
草
も
作
っ
て

い
ま
す
。

搾
乳
は
機
械
を
使
わ
ず
手
搾
り
に
よ
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
「
手
で
乳
房
の
状
態
を
確
認

し
な
が
ら
搾
乳
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
搾
り
は

時
間
と
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
牛
と
ふ
れ
あ

う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
る
の
で
苦
に
な
る
仕

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
五
十
川
さ
ん
。

「
生
き
物
、
食
べ
物
、
地
域
の
人
、
環
境
や

自
然
に
感
謝
し
大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
も
お

い
し
い
チ
ー
ズ
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
」
と

思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ズ
工
房
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
で
は
ム
チ
ュ

リ
と
い
う
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
の
山
村
で
昔
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
牛
飼
い
農
家
に
よ
る
手

作
り
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
セ
ミ
ハ
ー
ド
系
の
濃
厚
で
コ
ク
の
あ
る
ム

チ
ュ
リ
は
ワ
イ
ン
に
と
て
も
よ
く
合
う
味
わ
い

で
、
ク
セ
が
な
く
大
人
か
ら
子
供
ま
で
美
味
し

く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
店
頭
に
訪
れ
て

購
入
し
て
い
く
人
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

期末調整と診療費負担の変更について

　
死
亡
廃
用
共
済
は
、
加
入
時
に
飼
養
し
て
い

る
頭
数
に
共
済
掛
金
期
間
内
に
導
入
や
出
生
な

ど
で
飼
養
す
る
と
見
込
ま
れ
る
予
定
の
頭
数
を

加
え
た
年
間
の
飼
養
計
画
に
基
づ
い
て
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
掛
金
期
間
終

了
後
、
実
際
の
頭
数
を
牛
で
は
牛
ト
レ
サ
情
報
・

飼
養
状
況
等
、
種
豚
で
は
帳
簿
等
で
確
認
し
、

当
初
の
計
画
と
の
差
に
よ
り
共
済
掛
金
や
支
払

共
済
金
の
精
算
を
し
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
飼
養
計
画
よ
り
も
導
入

頭
数
が
多
い
場
合
な
ど
は
共
済
掛
金
等
の
追
加

支
払
が
発
生
し
、
導
入
頭
数
が
少
な
い
場
合
な

ど
は
共
済
掛
金
等
が
返
金
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 年

間
計
画
頭
数
に
よ
る
加
入
と
期
末

調
整（
死
亡
廃
用
共
済
）

1

　
病
傷
事
故
の
共
済
金
は
、
共
済
金
額
の
範
囲

内
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
家
畜
診
療
所
で
診
療
し

た
分
の
診
療
費
は
共
済
金
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す

（
現
物
給
付
と
い
い
ま
す
）。

　
令
和
２
年
１
月
以
降
、
新
た
に
共
済
掛
金
期

間
が
始
ま
る
契
約
で
は
今
ま
で
組
合
員
負
担

だ
っ
た
初
診
料
は
診
療
点
数
化
さ
れ
診
療
費
に

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
新
た
な

契
約
後
は
、
初
診
料
を
含
む
診
療
費
全
体
の
１

割
が
自
己
負
担
に
変
わ
り
ま
す
。
共
済
金
額
の

範
囲
内
を
超
え
た
診
療
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
組
合
員
の
皆
様
の
実
費
負
担
と
な

り
ま
す
。

病
傷
事
故
の
支
払
共
済
金

（
疾
病
傷
害
共
済
）

2

診療費
（初診料を含む）×ー

90
100

支払共済金
＝

　特に牛では個体識別情報が
正確でなければ、正しい掛金
や共済金が計算されず、共済
金の支払いができない場合が
あります。未報告の出生や異
動がありましたら、速やかに家
畜改良センターへ報告をお願
いします。

個体識別情報の確認を
お願いします。

診療費の1割が
自己負担になります。

い
す
み
の
自
然
に
育
ま
れ
た
チ
ー
ズ

い
す
み
市
　山
田

五
十
川 

充
博
さ
ん（
42
）

い
か
が
わ

www.cheese-
ikagawafarm.com

▲自然豊かないすみ市の温暖な気候を生かし、1 年中放牧されている牛達
はのびのびと足腰も丈夫に育っています

▲チーズ工房 IKAGAWA のチーズは、
地域の人達に見守られながら、いすみの
土地のものだけで、出来ています

▲「子供達を自然の中でのびのび育て、
　農地を守っていきたい」と五十川さん

個別識別センター

異動報告

異動報告

再計算による調整（徴収・返納）

【共済掛金・賦課金・支払共済金の差額調整】

共済組合組合員

出生 転出

導入 死亡 個体識別情報の
取得・確認
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　い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
と
な
り
ま
し
た
。夏
は
一
般
的
に
乳
房

炎
が
多
い
時
期
で
す
が
、こ
の
時
期
特
に
発
生
が
多
い
ク
レ
ブ
シ

エ
ラ
や
大
腸
菌
な
ど
の
大
腸
菌
群
に
よ
る
乳
房
炎（
以
下
、大
腸
菌

性
乳
房
炎
）に
注
意
が
必
要
で
す
。乳
房
炎
の
中
で
も
臨
床
症
状
が

重
篤
で
、起
立
不
能
や
死
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、酪
農
家
に
と
っ

て
大
き
な
経
済
的
損
失
に
な
り
ま
す
。

　今
回
は
そ
の
発
症
原
因
と
効
果
的
な
予
防
法
に
つ
い
て
取
り
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　大
腸
菌
性
乳
房
炎
は
、牛
床
環
境
中
に
い
る
大
腸
菌
群
が
乳
房

内
に
入
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。牛
床
環
境
中
の
菌
が
原
因
で
す

か
ら
、予
防
す
る
に
は
牛
床
の
衛
生
が
と
て
も
大
切
で
す
。

牛
床
は
乾
燥
さ
せ
た
状
態
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。お
が
粉
は

菌
に
と
っ
て
は
栄
養
満
点
。敷
料
に
お
が
粉
を
使
っ
て
い

る
場
合
は
消
石
灰
を
混
ぜ
る
な
ど
菌
を
増
や
さ
な
い
工
夫

が
必
要
で
す
。分
娩
2
週
間
前
に
大
腸
菌
の
感
染
が
増
え

る
た
め
、お
産
前
は
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
分
娩
房
で

管
理
し
、牛
の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
健
康
に
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

　ま
た
、大
腸
菌
性
乳
房
炎
に
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り

ま
す
の
で
、対
策
に
お
困
り
の
際
は
、お
近
く
の
家
畜
診
療

所
の
獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

牛
床
の
管
理
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

新
規
採
用
職
員（
令
和
2
年
4
月
1
日
付
）

退
職
者（
令
和
2
年
3
月
31
日
付
）

再
雇
用
職
員

引
き
続
き
お
世
話
に
な
り
ま
す

在
職
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

北
部
家
畜
診
療
所

有
常 

眞
菜
美

大腸菌性乳房炎の乳汁です

家
畜
診
療
所
通信

利
根
川
近
く
の
遊
水
地
や
畑
で
、
ネ
ギ
を
１
㌶
耕
作
し

て
い
る
貴
一
さ
ん
。
父
か
ら
跡
を
継
ぎ
２
年
前
に
法
人
化

し
、
季
節
ご
と
に
品
種
の
違
う
ネ
ギ
を
周
年
栽
培
し
て
い

ま
す
。

メ
イ
ン
の
品
種
は
、
地
域
の
伝
統
野
菜
の
「
坊
主
不
知

（
ぼ
う
ず
し
ら
ず
）
」
で
す
。
春
に
ね
ぎ
坊
主
が
出
な
い

た
め
、
食
味
が
低
下
せ
ず
美
味
し
い
で
す
。

昨
年

１０
月
の
台
風

１９
号
で
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
貴

一
さ
ん
。
放
流
に
よ
っ
て
、
遊
水
地
で
耕
作
中
の
ネ
ギ
が

３
㍍
ほ
ど
冠
水
し
ま
し
た
。
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
水
が
引

く
の
に
４
日
程
か
か
り
、

１２
月
出
荷
の
冬
ネ
ギ
は
収
穫
を

断
念
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
３
月
出
荷
の
春
ネ

ギ
は
、
生
育
前
半
で
の
被
災
で
回
復
が
見
込
め
た
こ
と
か

ら
、
早
急
に
①
酸
欠
状
態
を
解
消
す
る
た
め
に
、
酸
素
供

給
剤
『
ネ
ハ
リ
エ
ー
ス
』
を
土
に
混
ぜ
て
酸
素
供
給
②
速

攻
性
の
あ
る
農
薬
と
一
緒
に
液
肥
を
撒
い
て
病
害
虫
の
防

除
と
栄
養
供
給
③
冠
水
し
病
気
に
な
り
や
す
い
状
態
だ
っ

た
の
で
、
殺
菌
剤
を
散
布
し
消
毒
の
対
策
を
計
画
し
ま
し

た
。１

週
間
後
、
ま
だ
圃
場
が
ぬ
か
る
む
中
対
策
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
春
ネ
ギ
は
回
復
し
、
見
込
み
収
穫
量
の
4
分

の
3
を
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
品
質
も
A
品
が

９
割
と
申
し
分
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
冠
水
後
の
土
壌

診
断
で
は
、
利
根
川
の
水
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
窒
素
が
豊
富

に
畑
へ
供
給
さ
れ
て
と
て
も
良
い
状
態
で
し
た
。

貴
一
さ
ん
は
日
ご
ろ
か
ら
土
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い

て
、
地
域
の
ネ
ギ
農
家
さ
ん
、
資
材
店
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
講
習
、
F
a
c
e
b
o
o
k
な
ど
で
情
報
収
集
を
し

て
、
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
冠
水
後
早
急
に
対
応
で
き

た
の
も
、
被
害
の
対
策
準
備
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

今
回
の
経
験
か
ら
「
遊
水
地
内
で
は
春
収
穫
の
品
種
を

中
心
に
栽
培
す
る
計
画
を
立
て
、
収
量
増
加
を
目
指
し
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

台
風
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づ
く
り
で
春
ネ
ギ
回
復
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市
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後
藤 

貴
一
さ
ん（
33
）

い
す
み
市
の
泉
さ
ん
の
家
は
代
々
続
く
ナ
シ
農
家
で
、両
親
と

共
に
１
㌶
以
上
の
園
地
で
ナ
シ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。主
な
品
種

は
幸
水
、豊
水
、秋
月
、新
高
、に
っ
こ
り
な
ど
で
す
。

以
前
は
住
宅
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
い
た
秋
場
さ
ん
で
す
が
、

１
年
半
ほ
ど
前
、「
父
が
現
役
で
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、教
え
て
も

ら
お
う
」と
父
親
の
静
さ
ん（
61
）の
還
暦
を
機
に
就
農
を
決
意
し

ま
し
た
。

「
近
所
に
は
年
齢
が
近
い
人
も
い
ま
す
し
、先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
で
き
て
勉
強
に
な
り
ま
す
」

と
秋
場
さ
ん
。受
粉
な
ど
の
人
出
が
必
要
な
時
は
、妻
の
麻
美
さ
ん

（
37
）も
一
緒
に
作
業
し
ま
す
。栽
培
管
理
の
省
力
化
、作
業
の
効
率

化
の
た
め
に
と
な
り
の
ナ
シ
の
樹
と
繋
げ
て
１
本
に
す
る
ジ
ョ
イ

ン
ト
仕
立
て
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
冬
の
剪
定
は
一

番
大
変
で
す
。樹
を

一
本
一
本
見
て
い

か
な
い
と
い
け
な

い
の
で
。そ
の
分
、

収
穫
が
楽
し
み
で

す
」と
泉
さ
ん
。今

後
は
、高
樹
齢
化
の

進
む
園
地
に「
老
木

が
多
い
の
で
、面
積

を
増
や
す
前
に
ま

ず
は
改
植
か
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
」と

気
合
十
分
で
す
。

作
業
の
効
率
化
を

　
　
　
　
　
　目
指
し
て

い
す
み
市
　岬
町

秋
場 

泉
さ
ん（
34
）

「土づくりが大切です」

▲

と貴一さん

▲「収穫が楽しみです」と秋場さん
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組
合

再
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合 

東
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セ
ン
タ
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育
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千
葉
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と
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ろ
し
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お
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。

家畜診療所 通
信

▲うしろに見える土手の高さまで冠水しました
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よ
い
よ
本
格
的
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な
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乳
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ケ
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っ
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損
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菌
が
原
因
で
す

か
ら
、予
防
す
る
に
は
牛
床
の
衛
生
が
と
て
も
大
切
で
す
。

牛
床
は
乾
燥
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困
り
の
際
は
、お
近
く
の
家
畜
診
療

所
の
獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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新
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職
員（
令
和
2
年
4
月
1
日
付
）

退
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な
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２
年
前
に
法
人
化

し
、
季
節
ご
と
に
品
種
の
違
う
ネ
ギ
を
周
年
栽
培
し
て
い

ま
す
。

メ
イ
ン
の
品
種
は
、
地
域
の
伝
統
野
菜
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事 

髙
橋
　
　稔

旧
ぼ
う
そ
う
組
合

主
　任 

佐
久
間
英
子

 

糸
日
谷
博
一

旧
わ
か
し
お
組
合 

山
武
セ
ン
タ
ー

係
　長 

長
谷
　弘
子

東
部
家
畜
診
療
所 

夷
隅
出
張
所

参
　事 

石
毛
　勝
弘

主
　幹 

野
口
　茂
樹

旧
香
取
組
合

山
本
　弘
武

長
谷
　弘
子

東
部
家
畜
診
療
所 

夷
隅
出
張
所

福
田
　正
明

佐
久
間
洋
子

中
央
家
畜
診
療
所

参
　事 

篠
田
　和
彦（
死
亡
退
職
）

再
雇
用 

山
﨑
　隆
生

再
雇
用 

笹
川
　德
寿

 

高
橋
　麻
衣

旧
北
総
組
合

再
雇
用 

石
塚
　和
良

旧
北
総
組
合 

東
葛
セ
ン
タ
ー

　生
ま
れ
育
っ
た
千
葉
県
で
働
け

る
こ
と
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

杉
田
　智
子

南
部
家
畜
診
療
所

　柔
軟
な
対
応
を
心
が
け
、千
葉
県

の
畜
産
に
貢
献
し
た
い
で
す
。皆
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

石
井
　美
玖

北
部
家
畜
診
療
所

　地
元
千
葉
県
の
畜
産
業
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、何
事
に
も
真
摯
に
向

き
合
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

杉
山
顕
太
朗

北
部
家
畜
診
療
所

　千
葉
県
の
畜
産
農
家
さ
ん
の
為

に
誠
心
誠
意
励
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

板
垣
　幸
樹

西
部
家
畜
診
療
所

　3
年
間
の
技
術
的
な
ブ
ラ
ン
ク
は

あ
り
ま
す
が
、そ
の
間
に
得
た
経
験
を

活
か
し
、農
家
や
職
場
の
方
々
の
力
に

な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

家畜診療所 通
信

▲うしろに見える土手の高さまで冠水しました
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事業課

けいよう支所 市原市海士有木236
☎0436-36-1161ぼうそう支所 木更津市高柳1003

☎0438-23-0371

本所 千葉市中央区新千葉3-2-6 農業会館内
☎043-245-7449

わかしお支所 茂原市高師町3-11-5
☎0475-23-1506

支所長 伊橋　幸春（白潟）
副支所長兼管理課課長 山本　繁治（茂原）

支所長 角田　昌美
副支所長兼事業課課長 大木　俊幸（匝瑳中央・椿海・豊栄・吉田・飯高）

事業課

課
長
補
佐【
●
】 

鳥
山
　栄
一（
白
井・更
科・土
気
）

係
　
　長【
●
】 

田
久
保
良
一（
稲
毛・幕
張・習
志
野・八
千
代
）

課
長
補
佐【
●
】 

山
﨑
　一
範（
千
葉・千
城・都・誉
田・生
浜・椎
名
）

副
主
査【
●
】 

小
林
　正
和（
稲
毛・幕
張・習
志
野・八
千
代
）

主
　
　事【
●
】 

伊
藤
　舜
也（
稲
毛・幕
張・習
志
野・八
千
代
）

管理課

係
　
　長 

白
井
真
理
子（
千
葉・千
城・都・誉
田・生
浜・椎
名
）

管理課

課
長
補
佐 

加
藤
　和
郎（
木
更
津
）

主
　
　査 

星
野
　将
通 

主
　
　査 

保
坂
　泰
子（
袖
ケ
浦
）

主
　
　査 

美
馬
　友
美（
君
津
）

副
主
査 

増
田
　克
也（
富
津
）

事業課

課
　
　長【
●
】 

永
井
　保
一（
富
津
）

課
長
補
佐【
●
】 

小
野
　忠
光（
木
更
津
）

係
　
　長【
●
】 

保
坂
　研
吾（
君
津
）

係
　
　長【
●
】 

田
丸
　正
広（
君
津
）

主
　
　査【
●
】 

上
田
賢
太
郎（
木
更
津
）

副
主
査【
●
】 

長
谷
川
　亮（
君
津
）

副
主
査【
●
】 

岩
澤
　昭
宏（
袖
ケ
浦
）

課
長
補
佐【
●
】 

佐
藤
　
　稔（
君
津
）

課
長
補
佐【
●
】 

鳥
飼
　豊
正（
木
更
津
）

係
　
　長【
●
】 

御
園
　武
志（
袖
ケ
浦
）

係
　
　長【
●
】 
河
埜
　次
男（
君
津
）

副
主
査【
●
】 
川
名
　晃
司（
富
津
）

主
任
主
事【
●
】 

前
田
　亮
介（
富
津
）

管理課

課
　
　長 

久
根
﨑
正
利（
鴨
川
）

係
　
　長 

川
名
　順
一（
平
郡
）

主
任
主
事 

鈴
木
し
お
り（
館
山
）

セ
ン
タ
ー
長

　岡
本
　芳
一（
白
井・更
科・土
気
）

事業課

課
　
　長【
●
】 

相
川
　義
明（
館
山
）

課
長
補
佐【
●
】 

柴
山
　正
史（
館
山
）

係
　
　長【
●
】 

石
井
　寛
章（
平
郡
）

主
　
　査【
●
】 

小
川
　辰
也（
朝
夷
）

副
主
査【
●
】 

鈴
木
　俊
介（
朝
夷
）

主
任
主
事【
●
】 

小
宮
　良
崇（
平
郡
）

主
　
　事【
●
】 

関
谷
　
　真（
鴨
川
）

課
長
補
佐【
●
】 

神
作
　忠
幸（
平
郡
）

課
長
補
佐【
●
】 

田
村
　剛
人（
鴨
川
）

課
長
補
佐【
●
】 

繁
田
　勝
浩（
朝
夷
）

係
　
　長【
●
】 

石
井
　孝
明（
館
山
）

主
　
　査【
●
】 

仲
村
　一
弘（
鴨
川
）

副
主
査【
●
】 

河
名
　泰
陳（
朝
夷
）

管理課事業課

課
長
補
佐【
●
】 

土
岐
　貴
彦（
市
原・市
津・三
和
）

係
　
　長【
●
】 

川
﨑
　宜
彰（
加
茂
）

副
主
査【
●
】 

渡
邉
　恭
伸（
五
井・姉
崎
）

課
長
補
佐【
●
】 

大
鐘
　栄
一（
南
総
）

係
　
　長【
●
】 

鶴
岡
　靖
史（
南
総
）

副
主
査【
●
】 

弓
削
田
英
生（
市
原・市
津・三
和
）

再
雇
用【
●
】 

風
間
　典
子

主
任
主
事 

常
泉
　希
穂（
南
総
）

課
　
　長 

名
雪
　英
司（
銚
子・西
銚
子
）

副
主
査 

向
後
　光
成（
旭
市
海
上・飯
岡
）

主
任
主
事 

増
田
　善
勇（
椎
柴・豊
里
）

主
　
　事 

成
毛
　
　希（
旭
市
海
上・飯
岡
）

課
　
　長【
●
】 

石
井
　弘
光（
干
潟・銚
子
地
域
）

課
長
補
佐【
●
】 

林
　
　賢
一（
干
潟
）

課
長
補
佐【
●
】 

江
波
戸
淑
雄（
豊
畑
）

係
　
　長【
●
】 

島
田
　勝
利（
栄・平
和
）

副
主
査【
●
】 

加
瀬
　俊
行（
須
賀・旭
中
央
）

課
　
　長 

細
野
　英
行（
久
賀
）

課
長
補
佐 

山
本
　健
一（
香
取
）

係
　
　長 

木
内
　正
行（
米
沢・神
崎
）

係
　
　長 

平
山
　泰
之（
栗
源
）

主
　
　査 

野
原
真
理
子（
多
古・常
盤・東
條
）

副
主
査 

木
内
　葉
子（
八
都
）

課
　
　長【
●
】 

佐
藤
　信
之（
山
倉
）

課
長
補
佐【
●
】 

飯
篠
　文
雄（
東
大
戸・瑞
穂
）

課
長
補
佐【
●
】 

香
取
　克
美（
府
馬
）

主
任
主
事【
●
】 

小
林
　真
弓（
東
城
）

主
　
　事【
●
】 

櫻
井
　一
海（
神
代
）

主
　
　事【
●
】 

髙
木
　拓
也（
橘
）

主
　
　事【
●
】 

日
下
部
　生（
瑞
穂・東
大
戸
）

課
長
補
佐【
●
】 

岡
野
　克
茂（
新
島・佐
原
）

副
主
査【
●
】 

椎
名
　修
之（
笹
川
）

主
任
主
事【
●
】 

平
山
　智
揮（
多
古
）

課
長
補
佐【
●
】 

中
嶋
　克
行（
森
山・良
文
）

主
任
主
事【
●
】 

一
鍬
田
祐
冴（
佐
原・新
島
）

主
　
　事【
●
】 

増
田
光
太
朗（
常
盤・東
條
）

課
　
　長【
●
】 

三
枝
　英
裕（
中
）

課
長
補
佐【
●
】 

安
藤
　政
司（
橘
）

係
　
　長【
●
】 

平
野
　
　豊（
豊
浦
）

副
主
査【
●
】 

小
林
八
重
子（
小
見
川
）

主
任
主
事【
●
】 

高
橋
　
　彩（
栗
源・神
崎
）

課
長
補
佐【
●
】 

増
田
　勝
也（
大
倉・津
宮
）

係
　
　長【
●
】 

畔
蒜
　昌
利（
香
西
）

課
長
補
佐 

伊
藤
　一
樹（
富
里
）

副
主
査 

森
田
　泰
尚（
船
橋
）

主
　
　事 

椿
　
　友
博（
大
栄
）

課
　
　長【
●
】 

木
村
　正
幸（
栄
）

課
長
補
佐【
●
】 

宮
本
　
　計（
成
田
）

主
　
　査【
●
】 

三
須
　達
也（
八
街
）

副
主
査【
●
】 

佐
藤
　智
也（
佐
倉・四
街
道・酒
々
井
）

主
　
　事【
●
】 

小
川
明
日
美（
印
西・我
孫
子
）

係
　
　長【
●
】 

吉
野
　智
和（
市
川・鎌
ヶ
谷
）

主
　
　任【
●
】 

伊
東
紗
耶
香（
成
田
）

再
雇
用【
●
】 

清
田
富
美
雄（
我
孫
子
）

課
長
補
佐【
●
】 

野
原
　和
則（
大
栄
）

主
　
　任【
●
】 

佐
久
間
　学（
白
井
）

主
　
　事【
●
】 

武
藤
　
　緑（
本
埜
）

課
長
補
佐【
●
】 

木
内
　
　崇（
干
潟
）

主
任
主
事【
●
】 

加
瀬
　武
紀（
矢
指・三
川
）

主
任
主
事【
●
】 

葉
計
　昇
宏（
船
木・銚
子
市
海
上
）

主
　
　事【
●
】 

安
藤
　弘
紀（
旭
中
央
）

主
　
　事【
●
】 

及
川
　智
嗣（
平
和
）

主
　
　事【
●
】 

越
川
宗
一
郎（
旭
市
海
上・飯
岡
）

課
　
　長【
●
】 

林
　
　孝
雄（
干
潟
）

副
主
査【
●
】 

川
口
　住
枝（
冨
浦
）

主
任
主
事【
●
】 

向
後
　理
紗（
銚
子
市
海
上
）

主
　
　事【
●
】 

並
木
　千
茂（
豊
和・匝
瑳
）

主
　
　事【
●
】 

宮
﨑
　陽
平（
豊
岡
）

課
長
補
佐【
●
】 

伊
藤
　和
彦（
野
田
）

係
　
　長【
●
】 

仲
村
　智
和（
共
和
）

主
任
主
事【
●
】 

熱
田
　貴
輝（
匝
瑳
中
央・椿
海・豊
栄・吉
田・飯
高
）

主
　
　事【
●
】 

林
　
　優
希（
共
興
）

主
　
　事【
●
】 

佐
久
間
紗
佑
里（
干
潟
）

副
主
査 

山
中
　政
昭（
匝
瑳
中
央・椿
海・豊
栄・吉
田・飯
高
）

主
　
　事 

實
川
　結
衣（
匝
瑳
）

セ
ン
タ
ー
長

　島
田
　幸
徳（
旭
嚶
鳴・冨
浦
）

事業課 管理課

管理課

管理課事業課

事業課

事業課

室
　
　長 

柴
山
　
　浩

副
室
長 

石
川
　正
剛

係
　
　長 

関
谷
　良
枝

支所長兼管理課課長 相川　正明（五井・姉崎）
副支所長兼事業課課長 白井　秀行（加茂）

支所長兼管理課課長 柴﨑　政弘（袖ケ浦）
副支所長兼事業課課長 立石　　勉（富津）

東
葛
セ
ン
タ
ー
野
田
市
宮
崎
2
0
8-

2

☎
0
4-

7
1
2
8-

6
0
3
0

匝
瑳
セ
ン
タ
ー

匝
瑳
市
横
須
賀
3
0
6-

2

☎
0
4
7
9-

7
2-

1
2
5
5

セ
ン
タ
ー
長
兼
事
業
課
課
長【
●
】

　作
本
　
　勝（
鴨
川
）

安
房
セ
ン
タ
ー
館
山
市
安
東
7
3-

2

☎
0
4
7
0-

2
2-

9
0
1
1

千
葉
セ
ン
タ
ー

千
葉
市
若
葉
区
若
松
町
2
1
6
1-

9

☎
0
4
3-

2
3
2-

3
7
2
2

管理課事業課 セ
ン
タ
ー
長
兼
管
理
課
課
長

　
　古
山
　
　順（
成
東･

大
富･

鳴
浜
）

主
任
主
事 

山
本
　拓
也（
緑
海･

南
郷
）

主
　
　事 

植
木
　結
摩（
丘
山･

大
和･

福
岡
）

課
　
　長 

秋
葉
　博
信（
東
金･

公
平･

源・蓮
沼
）

課
長
補
佐
兼
係
長【
●
】 

仲
田
　純
一（
日
吉･

南
条･

上
堺･

横
芝
）

副
主
査【
●
】 

郡
司
　貴
仁（
東
陽･

白
浜・蓮
沼
）

副
主
査【
●
】 

葛
岡
　祐
哉（
正
気･

豊
成
）

主
任
主
事【
●
】 

八
角
　拓
也（
千
代
田・横
芝･

大
総
）

主
　
　事【
●
】 

秋
葉
　美
穂（
睦
岡･

日
向
）

係
　
　長【
●
】 

伊
東
　和
茂（
福
岡･

豊
岡･

白
里
）

副
主
査【
●
】 

實
方
　宏
俊（
二
川
）

副
主
査【
●
】 

八
角
　良
輝（
片
貝･

豊
海･

作
田
）

主
任
主
事【
●
】 

飯
塚
　成
徳（
豊
岡･

松
尾･

大
平
）

主
　
　事【
●
】 

髙
橋
　洋
貴（
大
網･

大
和･

山
辺･

瑞
穂･

増
穂
）

山
武
セ
ン
タ
ー

山
武
市
成
東
7
3
5-

1

☎
0
4
7
5-

8
2-

2
3
3
2

管理課
係
　
　長 

江
澤
　知
彦（
豊
田･

本
納･

新
治
）

主
　
　事 

伊
嶋
　
　葵（
瑞
沢・東
）

再
雇
用 

吉
野
　利
雄（
関･

南
白
亀
）

事業課
課
　
　長 

麻
生
　佳
弘（
土
睦
）

係
　
　長【
●
】 

白
井
　哲
也（
長
南･

豊
栄･

西
）

主
任
主
事【
●
】 

中
村
　健
司（
高
根･

一
松･

八
積
）

主
任
主
事【
●
】 

三
上
　雄
亮（
日
吉･

水
上･

長
柄
）

副
主
査【
●
】 

太
田
　竜
司（
一
宮･

東
浪
見
）

主
任
主
事【
●
】 

中
村
　公
彦（
鶴
枝･

五
郷･

二
宮
）

主
　
　事【
●
】 

中
村
　泰
雅（
東
郷･

豊
岡
）

管理課
係
　
　長 

鈴
木
　美
奈（
太
東･

中
根･

長
者
）

セ
ン
タ
ー
長
兼
管
理
課
課
長

　古
川
　浩
慈（
総
元･

大
多
喜･

上
瀑
）

事業課
課
　
　長 

松
井
　
　洋（
国
吉･

千
町
）

課
長
補
佐【
●
】 

小
林
　良
英（
東・西
畑・御
宿･

布
施
）

主
任
主
事【
●
】 

三
橋
　
　昂（
東
海･

布
施･

古
沢
）

主
任
主
事【
●
】 

時
田
　浩
好（
中
川･

大
原･

浪
花
）

主
　
　事【
●
】 

中
村
　
　充（
総
野･

上
野･

勝
浦･

興
津・老
川
）

夷
隅
セ
ン
タ
ー

い
す
み
市
大
原
7
4
0
0-

2

☎
0
4
7
0-

6
2-

2
4
2
1

セ
ン
タ
ー
長

　深
山
　敬
子（
柏・沼
南・野
田
）

課
長
補
佐【
●
】 

時
田
　
　功（
野
田・松
戸
）

副
主
査【
●
】 

戸
部
　祐
也（
関
宿・流
山
）

課
長
補
佐【
●
】 

三
谷
　英
明（
関
宿・松
戸
）

事業課
課
長
補
佐
兼
事
業
課
係【
●
】 

成
島
　宏
明（
柏・沼
南・野
田
）

係
長
兼
事
業
課
係【
●
】 

星
野
か
お
り（
関
宿・流
山
）

課
　
　長【
●
】 

竹
本
　
　孝（
印
西・我
孫
子
）

課
長
補
佐【
●
】 

木
内
　邦
雄（
下
総
）

係
　
　長【
●
】 

小
倉
　照
明（
富
里
）

再
雇
用【
●
】 

野
口
　洋
一（
佐
倉・四
街
道・酒
々
井
）

課
長
補
佐【
●
】 

秋
山
　香
織（
成
田
）

係
　
　長【
●
】 

宮
本
　
　洋（
印
旛
）

係
　
　長【
●
】 

藤
方
　
　徹（
佐
倉・四
街
道・酒
々
井
）

管理課

管理課事業課

事業課

支所長 木内　一実（佐原）
副支所長兼事業課課長 鹿野　　誠（神里）

支所長兼管理課課長 根本　伯夫（八街）
副支所長兼事業課課長 内藤　勝益（下総）

監査室

参　事　菊地　幸雄
副参事　篠瀬　敏男

農産果樹園芸＝●　家畜任意＝●農産園芸＝●　家畜果樹任意＝●

農産園芸＝●　果樹家畜任意＝●

海匝支所 旭市後草1117
☎0479-55-2083

農産園芸＝●　果樹任意＝●　家畜＝●

北総支所 印旛郡酒々井町尾上125-2
☎043-481-6911

農産園芸＝●　家畜＝●　果樹任意＝●

香取支所 香取市山之辺1番1
☎0478-58-5611

農産＝●　家畜＝●　園芸＝●　果樹任意＝●　任意＝●　果樹＝●

事業部

果樹任意課
係
　
　長 

白
井
佳
代
子

副
主
査 

鹿
嶋
　弘
彰

主
任
主
事 

常
泉
　大
地

農産園芸課
副
主
査 
藤
本
　
　穣

主
任
主
事 
牧
野
　弘
尭

主
　
　事 
本
間
　千
尋

再
雇
用 

杉
田
　敏
夫

収入保険課
係
　
　長 

柴
崎
　義
成

副
主
査 

蛭
田
　拓
朗

部長　岩田　雅人
次長兼

果樹任意課課長
井上　清之

次長兼
農産園芸課課長
内藤　　將

次長兼
収入保険課課長
山本　和弘

家畜部

保険課
課
　
　長 

古
屋
　
　浩

係
　
　長 

姉
﨑
智
恵
子

主
　
　事 

岩
井
　聖
子

診療課
課
　
　長 

栗
原
　永
治

係
　
　長 

井
上
　宣
子

係
　
　長 

髙
木
　紀
恵

部長　天谷　裕次

職員配置図 ※令和2年4月1日付
※（　）内は担当地区

総務部

企画広報課 総務課経理課

係
　
　長 

永
野
　賢
弘

副
主
査 

山
科
　忠
寛

主
任
主
事 

大
原
　剛
大

主
　
　事 

上
野
　美
結

主
　
　事 

星
加
　大
介

課
　
　長 

中
西
　
　京

係
　
　長 

武
内
　康
恵

係
　
　長 

土
井
　哲
史

係
　
　長 

宮
崎
　純
一

課
　
　長 

菅
谷
　
　孝

係
　
　長 

武
井
洋
一
郎

主
　
　事 
國
吉
　佳
織

部長兼総務課課長　加藤岡　勝
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事業課

けいよう支所 市原市海士有木236
☎0436-36-1161ぼうそう支所 木更津市高柳1003

☎0438-23-0371

本所 千葉市中央区新千葉3-2-6 農業会館内
☎043-245-7449

わかしお支所 茂原市高師町3-11-5
☎0475-23-1506

支所長 伊橋　幸春（白潟）
副支所長兼管理課課長 山本　繁治（茂原）

支所長 角田　昌美
副支所長兼事業課課長 大木　俊幸（匝瑳中央・椿海・豊栄・吉田・飯高）

事業課

課
長
補
佐【
●
】 

鳥
山
　栄
一（
白
井・更
科・土
気
）

係
　
　長【
●
】 

田
久
保
良
一（
稲
毛・幕
張・習
志
野・八
千
代
）

課
長
補
佐【
●
】 

山
﨑
　一
範（
千
葉・千
城・都・誉
田・生
浜・椎
名
）

副
主
査【
●
】 

小
林
　正
和（
稲
毛・幕
張・習
志
野・八
千
代
）

主
　
　事【
●
】 

伊
藤
　舜
也（
稲
毛・幕
張・習
志
野・八
千
代
）

管理課

係
　
　長 

白
井
真
理
子（
千
葉・千
城・都・誉
田・生
浜・椎
名
）

管理課

課
長
補
佐 

加
藤
　和
郎（
木
更
津
）

主
　
　査 

星
野
　将
通 

主
　
　査 

保
坂
　泰
子（
袖
ケ
浦
）

主
　
　査 

美
馬
　友
美（
君
津
）

副
主
査 

増
田
　克
也（
富
津
）

事業課

課
　
　長【
●
】 

永
井
　保
一（
富
津
）

課
長
補
佐【
●
】 

小
野
　忠
光（
木
更
津
）

係
　
　長【
●
】 

保
坂
　研
吾（
君
津
）

係
　
　長【
●
】 

田
丸
　正
広（
君
津
）

主
　
　査【
●
】 

上
田
賢
太
郎（
木
更
津
）

副
主
査【
●
】 

長
谷
川
　亮（
君
津
）

副
主
査【
●
】 

岩
澤
　昭
宏（
袖
ケ
浦
）

課
長
補
佐【
●
】 

佐
藤
　
　稔（
君
津
）

課
長
補
佐【
●
】 

鳥
飼
　豊
正（
木
更
津
）

係
　
　長【
●
】 

御
園
　武
志（
袖
ケ
浦
）

係
　
　長【
●
】 

河
埜
　次
男（
君
津
）

副
主
査【
●
】 

川
名
　晃
司（
富
津
）

主
任
主
事【
●
】 

前
田
　亮
介（
富
津
）

管理課

課
　
　長 

久
根
﨑
正
利（
鴨
川
）

係
　
　長 

川
名
　順
一（
平
郡
）

主
任
主
事 

鈴
木
し
お
り（
館
山
）

セ
ン
タ
ー
長

　岡
本
　芳
一（
白
井・更
科・土
気
）

事業課

課
　
　長【
●
】 

相
川
　義
明（
館
山
）

課
長
補
佐【
●
】 

柴
山
　正
史（
館
山
）

係
　
　長【
●
】 

石
井
　寛
章（
平
郡
）

主
　
　査【
●
】 

小
川
　辰
也（
朝
夷
）

副
主
査【
●
】 

鈴
木
　俊
介（
朝
夷
）

主
任
主
事【
●
】 

小
宮
　良
崇（
平
郡
）

主
　
　事【
●
】 

関
谷
　
　真（
鴨
川
）

課
長
補
佐【
●
】 

神
作
　忠
幸（
平
郡
）

課
長
補
佐【
●
】 

田
村
　剛
人（
鴨
川
）

課
長
補
佐【
●
】 

繁
田
　勝
浩（
朝
夷
）

係
　
　長【
●
】 

石
井
　孝
明（
館
山
）

主
　
　査【
●
】 

仲
村
　一
弘（
鴨
川
）

副
主
査【
●
】 

河
名
　泰
陳（
朝
夷
）

管理課事業課

課
長
補
佐【
●
】 

土
岐
　貴
彦（
市
原・市
津・三
和
）

係
　
　長【
●
】 

川
﨑
　宜
彰（
加
茂
）

副
主
査【
●
】 

渡
邉
　恭
伸（
五
井・姉
崎
）

課
長
補
佐【
●
】 

大
鐘
　栄
一（
南
総
）

係
　
　長【
●
】 

鶴
岡
　靖
史（
南
総
）

副
主
査【
●
】 

弓
削
田
英
生（
市
原・市
津・三
和
）

再
雇
用【
●
】 

風
間
　典
子

主
任
主
事 

常
泉
　希
穂（
南
総
）

課
　
　長 

名
雪
　英
司（
銚
子・西
銚
子
）

副
主
査 

向
後
　光
成（
旭
市
海
上・飯
岡
）

主
任
主
事 

増
田
　善
勇（
椎
柴・豊
里
）

主
　
　事 

成
毛
　
　希（
旭
市
海
上・飯
岡
）

課
　
　長【
●
】 
石
井
　弘
光（
干
潟・銚
子
地
域
）

課
長
補
佐【
●
】 

林
　
　賢
一（
干
潟
）

課
長
補
佐【
●
】 

江
波
戸
淑
雄（
豊
畑
）

係
　
　長【
●
】 

島
田
　勝
利（
栄・平
和
）

副
主
査【
●
】 

加
瀬
　俊
行（
須
賀・旭
中
央
）

課
　
　長 

細
野
　英
行（
久
賀
）

課
長
補
佐 

山
本
　健
一（
香
取
）

係
　
　長 

木
内
　正
行（
米
沢・神
崎
）

係
　
　長 

平
山
　泰
之（
栗
源
）

主
　
　査 

野
原
真
理
子（
多
古・常
盤・東
條
）

副
主
査 

木
内
　葉
子（
八
都
）

課
　
　長【
●
】 

佐
藤
　信
之（
山
倉
）

課
長
補
佐【
●
】 

飯
篠
　文
雄（
東
大
戸・瑞
穂
）

課
長
補
佐【
●
】 

香
取
　克
美（
府
馬
）

主
任
主
事【
●
】 

小
林
　真
弓（
東
城
）

主
　
　事【
●
】 

櫻
井
　一
海（
神
代
）

主
　
　事【
●
】 

髙
木
　拓
也（
橘
）

主
　
　事【
●
】 

日
下
部
　生（
瑞
穂・東
大
戸
）

課
長
補
佐【
●
】 

岡
野
　克
茂（
新
島・佐
原
）

副
主
査【
●
】 

椎
名
　修
之（
笹
川
）

主
任
主
事【
●
】 

平
山
　智
揮（
多
古
）

課
長
補
佐【
●
】 

中
嶋
　克
行（
森
山・良
文
）

主
任
主
事【
●
】 

一
鍬
田
祐
冴（
佐
原・新
島
）

主
　
　事【
●
】 

増
田
光
太
朗（
常
盤・東
條
）

課
　
　長【
●
】 

三
枝
　英
裕（
中
）

課
長
補
佐【
●
】 

安
藤
　政
司（
橘
）

係
　
　長【
●
】 

平
野
　
　豊（
豊
浦
）

副
主
査【
●
】 

小
林
八
重
子（
小
見
川
）

主
任
主
事【
●
】 

高
橋
　
　彩（
栗
源・神
崎
）

課
長
補
佐【
●
】 

増
田
　勝
也（
大
倉・津
宮
）

係
　
　長【
●
】 

畔
蒜
　昌
利（
香
西
）

課
長
補
佐 

伊
藤
　一
樹（
富
里
）

副
主
査 

森
田
　泰
尚（
船
橋
）

主
　
　事 

椿
　
　友
博（
大
栄
）

課
　
　長【
●
】 

木
村
　正
幸（
栄
）

課
長
補
佐【
●
】 

宮
本
　
　計（
成
田
）

主
　
　査【
●
】 

三
須
　達
也（
八
街
）

副
主
査【
●
】 

佐
藤
　智
也（
佐
倉・四
街
道・酒
々
井
）

主
　
　事【
●
】 

小
川
明
日
美（
印
西・我
孫
子
）

係
　
　長【
●
】 

吉
野
　智
和（
市
川・鎌
ヶ
谷
）

主
　
　任【
●
】 

伊
東
紗
耶
香（
成
田
）

再
雇
用【
●
】 

清
田
富
美
雄（
我
孫
子
）

課
長
補
佐【
●
】 

野
原
　和
則（
大
栄
）

主
　
　任【
●
】 

佐
久
間
　学（
白
井
）

主
　
　事【
●
】 

武
藤
　
　緑（
本
埜
）

課
長
補
佐【
●
】 

木
内
　
　崇（
干
潟
）

主
任
主
事【
●
】 

加
瀬
　武
紀（
矢
指・三
川
）

主
任
主
事【
●
】 

葉
計
　昇
宏（
船
木・銚
子
市
海
上
）

主
　
　事【
●
】 

安
藤
　弘
紀（
旭
中
央
）

主
　
　事【
●
】 

及
川
　智
嗣（
平
和
）

主
　
　事【
●
】 

越
川
宗
一
郎（
旭
市
海
上・飯
岡
）

課
　
　長【
●
】 

林
　
　孝
雄（
干
潟
）

副
主
査【
●
】 

川
口
　住
枝（
冨
浦
）

主
任
主
事【
●
】 

向
後
　理
紗（
銚
子
市
海
上
）

主
　
　事【
●
】 

並
木
　千
茂（
豊
和・匝
瑳
）

主
　
　事【
●
】 

宮
﨑
　陽
平（
豊
岡
）

課
長
補
佐【
●
】 

伊
藤
　和
彦（
野
田
）

係
　
　長【
●
】 

仲
村
　智
和（
共
和
）

主
任
主
事【
●
】 

熱
田
　貴
輝（
匝
瑳
中
央・椿
海・豊
栄・吉
田・飯
高
）

主
　
　事【
●
】 

林
　
　優
希（
共
興
）

主
　
　事【
●
】 

佐
久
間
紗
佑
里（
干
潟
）

副
主
査 

山
中
　政
昭（
匝
瑳
中
央・椿
海・豊
栄・吉
田・飯
高
）

主
　
　事 

實
川
　結
衣（
匝
瑳
）

セ
ン
タ
ー
長

　島
田
　幸
徳（
旭
嚶
鳴・冨
浦
）

事業課 管理課

管理課

管理課事業課

事業課

事業課

室
　
　長 

柴
山
　
　浩

副
室
長 

石
川
　正
剛

係
　
　長 

関
谷
　良
枝

支所長兼管理課課長 相川　正明（五井・姉崎）
副支所長兼事業課課長 白井　秀行（加茂）

支所長兼管理課課長 柴﨑　政弘（袖ケ浦）
副支所長兼事業課課長 立石　　勉（富津）

東
葛
セ
ン
タ
ー
野
田
市
宮
崎
2
0
8-

2
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支所長兼管理課課長 根本　伯夫（八街）
副支所長兼事業課課長 内藤　勝益（下総）

監査室

参　事　菊地　幸雄
副参事　篠瀬　敏男

農産果樹園芸＝●　家畜任意＝●農産園芸＝●　家畜果樹任意＝●

農産園芸＝●　果樹家畜任意＝●

海匝支所 旭市後草1117
☎0479-55-2083

農産園芸＝●　果樹任意＝●　家畜＝●

北総支所 印旛郡酒々井町尾上125-2
☎043-481-6911

農産園芸＝●　家畜＝●　果樹任意＝●

香取支所 香取市山之辺1番1
☎0478-58-5611

農産＝●　家畜＝●　園芸＝●　果樹任意＝●　任意＝●　果樹＝●
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千葉県農業共済組合

「千葉県農業共済組合」設立
令和2年4月1日より、本県連合会と6つの組合
（けいよう、ぼうそう、わかしお、海匝、香取、北総）が
合併し、新たな運営体制でスタートしました

安心のネットワーク
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 住
所：〒

260-0031 千
葉

市
中

央
区

新
千

葉
3-2-6 農

業
会

館
内

 
TEL：043-245-7449

本組合では、各共済にご加入いただく
際の掛金等の納入につきましては、金
融犯罪（なりすまし、マネー・
ローンダリング等の不正取
引）への対応強化のため、原
則、現金取引を取扱いませ
んのでご理解とご協力をお
願い致します。

農業共済新聞は、昭和23年4月創刊以来の「農家に学び、農家
に返す」という編集方針のもとで、中央から地方へ、地方から農
家の声を中央・地方へ、そして農家から農家へと、営農や暮らし
に役立つ情報を発信し続けています。
お申し込みは、ホームページまたは最寄りのＮＯＳＡＩへお問い
合わせください。

採用年月日 令和3年4月1日

採用人数 若干名
応募資格 次のすべての要件を満たす者

雇用形態 正規職員※3カ月間の試用期間があります。

業務内容 農業保険法に基づく事業の実施に伴う業務

勤務地 千葉県（組合本所所在地または6支所６センター所在地）

勤務時間 8：30 ～ 17：00（休憩時間1時間）

時間外労働 時間外勤務あり
休　日 土日祝、年末年始

休　暇 有給休暇（初年度15日、次年度以降は20日）、
夏季休暇6日他

給　与 ①基本給 大学卒 188,700円（令和2年4月1日）

②その他 時間外手当他

一般業務職員職　種

社会保険完備
（健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険）

加入保険等

①高校を卒業している者又は令和３年３月末ま
でに高校を卒業見込みの者

②平成２年４月２日から平成１５年４月１日までに
生まれた者

③普通自動車運転免許証を取得している者又
は令和３年３月末までに当該免許取得見込み
の者（ＡＴ限定可）

千葉県農業共済組合　総務部　総務課　　TEL 043-245-7449
E-mail:somu@nosai-chiba.or.jp　※合否に係る問い合わせは受付けません。

https://nosai-chiba.or.jp/

問い合わせ

①履歴書（写真貼付、連絡先明記、
　各学校指定様式又は市販様式）
②成績証明書
③卒業証明書又は卒業見込証明書
④作文　800字以内で課題について記述したもの
　課題「農業共済組合を志望する理由について」

応募方法等

選考等

受付期間に必要書類を本組合に持参するか、郵送し
て下さい。郵送は、到着までの日数を考慮した上で、
配達証明で送付して下さい。

令和２年７月２８日（火）から８月２１日（金）（期間厳守）

書類選考
令和２年８月２８日（金）までに応募者全員に書面にて
通知します。※不採用となった場合、送付された書類等は返却します。

筆記及び面接試験

令和２年９月２９日（火）
※時間は、1次選考の結果と合わせて通知します。

（一財）千葉県農業会館　6階ホール
千葉市中央区新千葉３－２－６

令和２年１０月１６日（金）までに通知します。

2次選考合格者の卒業証明書の確認後、
採用決定とします。

農業共済新聞を購読してみませんか

月払い（月極め） 495円（郵送料込み）
購読料

年間一括払い（年極め） 5,520円（郵送料込み）

月4回発行！月4回発行！
水曜日に
発行します！

ご自宅に
郵送
ご自宅に
郵送 します！

毎号

お得！お得！
購読料は、
年間一括払い（年極め）が

共済掛金等の納入は
口座振替でお願いします。

共済掛金等の納入は
口座振替でお願いします。

職員募集職員募集
応募方法

受付期間

必要
書類等

1次選考

2次選考

選考日時

選考場所

選考結果

採否決定

No.1

2020

夏

第１回通常総代会開催
新役員の紹介
制度のお知らせ
地域の話題～千葉の農と共に～

千葉県農業共済組合
（ＮＯＳＡＩ千葉）の
ホームページＵＲＬ


